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公立高校について 
 県・市教育委員会の方針に基づき設置され、諸費用は私立高校に比べかなり安くなります。   

同じ公立高校でも、自主性を尊重し規則の緩い学校があれば、規則が厳しい学校もあります。   

多くの学校は１・２年生が共通の教育課程で、３年生になると文系・理系などの授業選択やクラス

編成をします。また、大学進学では各学校で推薦枠（指定校推薦）があり、一定の条件を満たすと、

推薦制度を利用して大学受験をすることができます。詳細については体験学習や説明会に参加する

とわかりますが、公立高校も「特色ある学校づくり」に力を入れています。 

～受験の制度～ 

・公立高校は一校しか受験することができません。 
茨城・埼玉県の一部公立高校は「隣接協定」により受験可能ですが、他県の公立高校を受験した 

場合も、千葉県公立高校は受験できません。 
・公立高校は「合格者全員入学」が原則になっています。 

合格発表後の入学辞退はできません。公立高校には学区制度があり、同学区と隣接学区の受験が

可能です。柏市は第３学区に所属しているので、基本的に第２・３・４学区の学校から志望校を 

選びます。例外として幕張総合高等学校、小金高等学校、千葉女子高等学校などは、千葉全県 

から受験することができます。また、普通科以外（専門学科）は学区に関係なく、県内どこでも 

受験可能です。市立学校も、他市からの生徒を募集する学校が増えています（募集要項を確認）。 

～２０２１年度入試 従来との変更点について～ 

 今までの入試は『前期選抜』『後期選抜』に分かれていましたが、今年度から『一般選抜』として

一本化されます（入試日は２月２４日・２５日の予定）。その他に、学力検査を２日間に分けて実施

（１日目が国語・数学・英語、２日目が理科・社会・各高校が定める検査を実施）する点や、英語の

試験時間が６０分に延長される点が大きな変更点として挙げられます。 

≪主な変更点（千葉県教育委員会ＨＰより）≫ 

 



 

≪検査時間割（全日制の課程）≫ 

≪検査の内容≫ 

 
 


